
［成果情報名］認定農業者における経営管理能力と法人化意向 

［要約］法人化を意向する認定農業者は、経営管理能力が比較的高い傾向にある。法人化支援の

際には、個々の経営管理能力を把握したうえで、それぞれの経営管理能力の発展段階に

応じた支援策を講じることが重要である。 
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［背景・ねらい］ 

平成 26 年６月に閣議決定された「日本再興戦略」において，「法人経営体数を 2023 年までに

５万法人とする」を成果目標に掲げ，県の法人化推進体制の強化が求められている。法人化推進

の主な対象である認定農業者は、地域農業の担い手として位置づけられ、重点的な支援が講じら

れてきている。しかし、認定農業者の営農類型や経営改善計画の達成状況は様々であり、個々の

認定農業者の経営管理能力を把握したうえで法人化推進を行う必要がある。 

そこで、本調査ではより効果的な法人化推進に向けて、県内の認定農業者を対象に法人化の意

向を把握するとともに、経営管理能力を定量化し法人化意向との関連を明らかにする。 

［成果の内容・特徴］ 

１．認定農業者の作目は土地利用型 51％、野菜 17％、茶 9％、果樹 10％、花 6％、畜産 6％、そ

の他 2％であった。販売金額は 1 千万円未満が 56％、１～3 千万円未満が 30％、3～5 千万円

未満が 7％、5千万円以上が 8％であった。後継者は 42％が有り、34％が無し、24％が未定で

あった（いずれも無回答を除く。表省略）。 

２．経営管理に関する自己評価の因子分析の結果、「販売管理因子」「事業計画性因子」

「労働環境因子」「作業管理因子」「情報活用因子」「財務安全性因子」「財務管理因

子」の 26 項目 7 因子構造となった(表１)。 

３．個人毎に 7 つの因子得点を算出し、0.4 以上の因子得点が 4 つ以上あった認定農業者

を経営管理能力「高」、-0.4 以下の因子得点が 4 つ以上あった認定農業者を経営管理

能力「低」、それ以外を経営管理能力「中」と分類した。法人化の意向別に経営管理能

力を見ると、法人化の意向が強い経営体は経営管理能力が高い傾向にあることが明らか

になった(図１)。しかし、経営管理能力「中」「低」の者も法人化の意向を持っている

ため、法人化支援を行う際には、経営管理能力の発展段階に応じて、個々の認定農業者

に合わせた支援が必要となる。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．この成果は、担い手対策を実施する行政担当者が、法人化支援策を立案する際に参考となる。 

 

 




